
事務総局会議（第26回）議事録

日時 令和5年9月12日 （火）午前10時00分～午前10時20分

場所等 ウェブ会議

出席者 堀田事務総長、小野寺総務局長、徳岡人事局長、氏本経理局長、福田民
事局長兼行政局長、吉崎刑事局長、馬渡家庭局長、板津秘書課長兼広報
課長、清藤審議官兼情報政策課長、後藤審議官

議事 1 令和5年秋の藍綬褒章受章者の内定について

徳岡人事局長説明（資料第1）

2 司法修習生の修習専念資金の貸与等に関する規則の一部を改正する
規則について

徳岡人事局長が、資料第2に基づき、標記の規則案及び同規則にお
いて、新たに最高裁判所が定めるとされている事項は、所要の通達等
をもって定めるとする裁判官会議議決案について説明

結果 ◎裁判官会議付議 1， 2
■ ｡

秘書課長 板 津 正 ，道



事務総局会議資料第1
（9月12日開催）

令和5年秋の藍綬褒章受章者名簿（内定）
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事務総局会議資料第2
｡

（9月12日開催）

I

(令和5． 9. 12人事局）

司法修習生の修習専念資金の貸与等に関する規則の一部を改

正する規則

＜資料目録＞ 』

1 ､司法修習生の修習専念資金の貸与等に関する規則の一部を改正する規則案

2 同制定理由

3 同新旧対照条文
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が
あ
る
。

司
法
修
習
生
の
修
習
専
念
資
金
の
貸
与
に
関
す
る
手
続
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情
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通
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技
術
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利
用
に
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す
る
規
定
を
整
備
す
る
必
要。
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（
貸
与
申
請
の
方
式
等
）
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貸
与
申
請
の
方
式
等
）
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一
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裁
判
所
法
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和
二
十
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律
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下
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、
最
定
す
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請
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以
下
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貸
与
申
請
」
と
い
う
。
）
は
、
最

高
裁
判
所
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
（
以
下
「

高
裁
判
所
の
定
め
る
事
項
を
記
載
し
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申
請
書
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以
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こ

司
法
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生
の
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専
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資
金
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貸
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等
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関
す
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平
成
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十
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裁
判
所
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則
第
十
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貸
与
申
請
書
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う
。
）
を
最
高
裁
判
所
に
提
出
し
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

司
法
修
習
生
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修
習
専
念
資
金
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貸
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
新
旧
対
照
条
文

新

う
。
）
を
最
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裁
判
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提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
条
及
一

（
傍
線
の
部
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は
改
正
部
分
）
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事務総局会議（第27回）議事録

日時 令和5年9月19日（火）午後2時00分～午後2時05分

場所等 総局会議室

出席者 堀田事務総長、小野寺総務局長、徳岡人事局長、氏本経理局長、福田民

事局長兼行政局長、吉崎刑事局長、馬渡家庭局長、板津秘書課長兼広報
課長、清藤審議官兼情報政策課長

議事 民事訴訟法第132条の10第1項に規定する電子情報処理組織を用

いてする民事訴訟手続及び行政事件訴訟手続における申立てその他の申

述を取り扱う裁判所について

福田民事局長説明（資料）

U

結果 ◎裁判官会議付議

秘書課長 板 津 正 道



事務総局会議資料
（9月19日開催）

資料

(令和5． 9． 19民一印）

議決事項案（民事訴訟法第132条の10第1項に規定する

電子情報処理組織を用いてする民事訴訟手続及び行政事件訴

訟手続における申立てその他の申述を取り扱う裁判所につい

て） ’

民事訴訟法（平成8年法律第109号）第132条の10第1項に規定する電子

情報処理組織を用いてする民事訴訟手続及び行政事件訴訟手続における申立てその

他の申述を取り扱う裁判所は、次

裁判所

全ての地方裁判所の全ての支部

次に掲げるものとする。

効力を生ずる日

令和5年11月28日
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事務総局会議（第28回）議事録

日時 令和5年9月26日 （火）午前10時00分～午前10時15分

場所等 総局会議室

出席者 堀田事務総長、小野寺総務局長、徳岡人事局長、染谷経理局長、福田民

事局長兼行政局長、吉崎刑事局長、馬渡家庭局長、板津秘書課長兼広報
課長、清藤審議官兼情報政策課長、後藤審議官

議事 1 人事担当課長等協議会の開催について

徳岡人事局長説明（資料第1）

2民事訴訟費用等に関する規則の一部を改正する規則について

福田民事局長説明（資料第2）

l

結果
◎裁判官会議付議2

◎了承 1

秘書課長 板 津 正 道



事務総局会議資料第1

（9月26日開催）

人事担当課長等協議会の開催

1 開催日程等

次のとおり共催とする。

2 開催方法

ウェブ会議の方法により、各高等裁判所（支部を除く。 ）並びに各高等裁

判所管内の地方裁判所及び家庭裁判所と最高裁判所を接続して開催する。

3 協議事項

人事事務全般に関する諸問題

4協議員

(1) 各高等裁判所の人事課長並びに各地方裁判所及び各家庭裁判所の総務課

長（人事課の置かれている庁については人事課長。人事課の置かれていな

い庁で、地方裁判所及び家庭裁判所のいずれか一方の総務課長を人事担当

課長とする庁については、各高等裁判所の判断により同課長のみを協議員

とすることも可とする。 ）

（2） 以下の者のうち、協議事項ごとに高等裁判所が参加を相当と認めるもの

各高等裁判所の総括企画官、人事課企画官、人事課課長補佐及び人事課

専門官

主催(共催)庁 期 日

仙台、札幌高等裁判所 令和5年11月6日 （月）

名古屋、福岡高等裁判所 令和5年11月24日 （金）

東京、広島高等裁判所 令和5年11月29日 （水）

大阪、高松高等裁判所 令和5年12月7日 （木）



事務総局会議資料第2
8

（9月26日開催）

(令和5． 9． 26民二印）

‘ 資料目録 I

民事訴訟費用等に関する規則の一部を改正する規則案１
２
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4

同制定理由

同新旧対照条文
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こ
れ
が
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こ
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則
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す
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で
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資
料
三
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事
訴
訟
費
用
等
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す
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則
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五
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要
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用
の
額

る
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す
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